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34 令和６年度日高市一般会計補正
予算（第３号）

可
決〇 〇 〇

議
長
（
可
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
が
裁
決
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 13 2 ◇

35 令和６年度日高市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 13 2 ◇

36 日高市税条例の一部を改正する
条例

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0 ◇

37 日高市都市計画税条例の一部を
改正する条例

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0 ◇

38 副市長の選任について 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

39 日高市監査委員の選任について 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

意
見
書
案
１

厚生年金への地方議会議員の加入を求める
意見書の提出について

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 14 1

〇…賛成　　×…反対

会
期
日
程

5月29日㊌	 �開会。市長行政報告。会期の決定。
議案６件の提案説明。

6月 4 日㊋	 �議案２件の質疑・討論・採決。議
案４件の質疑・委員会付託。

6月 5 日㊌	 委員会（総務福祉）
6月11日㊋	 一般質問

6月12日㊌	 一般質問
6月13日㊍	 一般質問
6月18日㊋	 �議案４件の委員長報告・質疑・討

論・採決。意見書案１件の提案説明・
質疑・討論・採決。市長行政報告。
閉会。

議案第34号 令和６年度日高市一般会計補正予算（第３号） 賛成多数
トピックス①

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億3,959万７千円を追加し、補正後の総額を245億8,023万５千円

としたいというものです。

歳入：�基金繰入金について今回の補正予算額の歳入歳出差し引きの調整を行うため、財政調整基金からの

繰入金を増額し、予防接種事業の財源として、「新型コロナワクチン接種費用助成金」を追加するも

のです。

歳出：�民生費において、「国民健康保険特別会計繰出事務」として、マイナンバーカードと健康保険証の一

体化に伴うシステム改修に伴い、国民健康保険特別会計繰出金を増額。衛生費において、「予防接種

事業」として、新型コロナワクチン接種が定期接種となることに伴い、接種に係る経費を追加およ

び増額するものです。

➡ トピックス①

➡ トピックス②

➡ トピックス③

➡ トピックス④

➡ トピックス⑤

➡ トピックス⑥

➡ トピックス⑦
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議
案
ト
ピ
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ク
ス

反対討論１

反対討論２

　本予算は、疾病予防など市民生活に直結す
る支援対策であり、可及的速やかに実施され
るべきものであることから、適切に予算措置
を講ずべきものであると考えるため賛成する。

　マイナ保険証への移行と新型コロナワクチ
ンの予防接種は、どちらも市民生活、とりわけ
生命や健康にかかわる重要な事業であり、遅
れることなく確実に準備を進めていく必要が
あると考えるため賛成する。

賛成討論１

賛成討論２

　本議案には、マイナンバーカードと健康保険
証の一体化に伴うシステム改修費に伴い、国
民健康保険特別会計繰出金を増額する内容が
含まれているため、反対する。

　本議案の中の衛生費は新型コロナワクチン
秋冬接種に係る補正予算だが、新型コロナワ
クチン接種による感染予防効果や中長期的な
人体への影響について明らかになっていない
中、今は接種を立ち止まる必要があるとの考
えから反対する。

議案第35号 令和６年度日高市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 賛成多数
トピックス②

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ382万８千円を追加し、補正後の総額を59億3,987万８千円としたい

というものです。

　内容については、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴うシステム改修費を追加し、この財源

として歳入予算の繰入金を増額するものです。

反対討論１

反対討論２

　本予算は、利用者が混乱せず、安心してマ
イナ保険証を利用できるようにすることを目
的としたものであり、国民健康保険制度の安
定的な運営のためには必要なものと考えるた
め賛成する。

　マイナンバーカードを健康保険証として、安
心して利用いただくためのスムーズな移行に
向け、立ち止まることなく、着実に整備して
いく必要があると考えるため賛成する。

賛成討論１

賛成討論２

　本議案では、マイナンバーカードと健康保
険証の一体化に伴うシステム改修費が追加さ
れている。半年後にマイナ保険証への移行を
行うこと自体に無理があり、登録情報などに
係るマイナ保険証の課題解決に専念するべき
との考えから反対する。

　本議案はマイナンバーカードと健康保険証
の一体化に伴うシステム改修費を追加するも
のだが、マイナ保険証への懸念や不安が払拭
されていないまま、マイナ保険証一本化に踏
み切ること自体が見切り発進と捉えられるた
め反対する。

3



議
案
ト
ピ
ッ
ク
ス

金
かね
子
こ
　昭
あきら
 氏

議案第36号 日高市税条例の一部を改正する条例 全員賛成
トピックス③

　地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税について、公益信託の見直しに伴う所得税法の規定の見直し

に伴う規定の整備、固定資産税について課税標準の特例措置の割合を定める規定の追加、いわゆる「わが

まち特例」について所要の改正を行いたいというものです。

議案第37号 日高市都市計画税条例の一部を改正する条例 全員賛成
トピックス④

　地方税法等の一部改正に伴い、都市計画税について、課税標準の特例措置の割合を定める規定の追加、

いわゆる「わがまち特例」について所要の改正を行いたいというものです。

議案第38号 副市長の選任について 全員同意
トピックス⑤

　任期満了に伴い、再び金子昭氏を選任したいというものです。

委
員
に
よ
る
質
疑

委
員
に
よ
る
質
疑

問　附則、公益法人等に係る市民税の課税の特例第４条の２の規定が削除となる理由は。
答　当該規定については地方税法で規定すれば足りる内容であるため削除するもの。
問　本議案の改正は、先日の臨時会での改正を受けて課税標準の特例措置のうち、わがまち特例
の割合の定める規定を追加するものであるが、規定を追加する理由は。

　　また、法附則第15条第25項第２号に規定する条例で定める割合が７分の６に、法附則第15
条第38項に規定する条例で定める割合が２分の１になっている理由は。

答　再生可能エネルギーの利用拡大を図るため、官民一体となって魅力的な公共空間を創出する
ために規定を追加するもの。特例率については、国の参酌基準の特例率を適用しているため。

問　本議案の改正については、法附則第
15条第38項に規定する条例で定める
割合ということで、市税条例と同様の
改正という理解でよいか。

答　市税条例と同様の改正となる。
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意見書案第１号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の提出について 賛成多数
トピックス⑦

　国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多様な人材確保の観点から、厚生年金への地方議会

議員の加入のための法整備を早急に実現するよう関係機関に要望するものです。

議案第39号 日高市監査委員の選任について 全員同意
トピックス⑥

　前任者の任期満了に伴い、後任として和田茂氏を選任したいというものです。

提出された陳情書
　第３回定例会に、次の陳情書が提出されたので、その写しを全議員に配布しました。

（陳情第１号）
　対外的情報省と横田基地について意見書提出に関する陳情

　地方分権及び地方創生の進展とともに、加速する人口減少社会への対応が、我が国の将来にとって喫
緊の政治課題となっている。地方公共団体の重要な意思決定を行う地方議会は、多様化する民意の集約
と地方行政への反映が期待されており、その果たすべき役割と責任は重要性を増している。
　このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題について
住民とのコミュニケーションを深めるとともに、的確に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求め
られている。このような活動範囲の広がりに伴い、近年においては議員の専業化が進んでいる。
　一方、今日では、就業者の９割を会社員等の被用者が占めており、地方議会議員のなり手も会社員等
からの転身者が期待されている。
　地方議会議員が厚生年金に加入できるようになれば、会社員等が議員に転身しても切れ目なく厚生年
金の適用を受けることができ、家族の将来や老後の生活を心配することなく議員に立候補し、議員活動
を続けることができる環境が整うことになる。多様で有為な人材の確保に大きく寄与すると考えられる。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多様な人材確保の観点から、厚生年金へ
の地方議会議員の加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　衆議院議長　様　　参議院議長　様　　内閣総理大臣　様　　内閣官房長官　様　
　総務大臣　様　　財務大臣　様　　厚生労働大臣　様

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
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一
般
質
問
①　

市
民
の
声
・
地
域
課
題
を
市
に
質
問
し
ま
し
た
。
傍
聴
者
延
べ
１
２
４
名

待ち望まれる学校給食費の無償化と新交通システムの導入

問市長選挙における６つの公約の中の一つであ

る学校給食費の無償化はどうなるのか。

答所得制限を設けず、アレルギー等で弁当を持

参している児童生徒への対応など、無償化相

当額の支援を含めた事業の制度を確立し、令和７年

度から実施できるように事務を進める。

問日高市の持続可能な発展に向けて、重要な地

域公共交通としての新しい交通手段の導入は。

答地域公共交通協議会において計画を策定し、

基本的な方針・区域・輸送サービスの実施主

体を提示し、関係機関と連携して令和７年度のでき

るだけ早期に実施できるよう取り組む。

問市長公約の学校給食費の無償化、新しい交通

手段の導入の実現性について、財源の確保は。

答上鹿山地区の企業立地による固定資産税の増

収と、令和８年度以降は、旭ケ丘松の台土地

区画整理事業完了に伴う企業立地により、固定資産

税や法人市民税等の増収が見込まれる。これらを公

約実現に向けた新たな財源として考えている。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

谷ケ﨑市長・４期目の決意は
答弁  誠心誠意取り組み魅力的なまちへと発展させる

山
や ま だ

田 一
か ず し げ

繁 市長選挙で掲げた公約の実現性と
未来に向けたビジョンについて

動画で一般質問を
ご覧いただけます

「みまもり自動販売機」設置拡大の方策は
答弁  商工会と連携し、会員1,427事業所へ案内実施

加
か と う

藤 将
し ょ う ご

伍 公共施設にとどまらず、民間に拡
大することが犯罪抑制につながる

問令和５年度中、電話を使った特殊詐欺が市内

で11件、被害額約1,024万円と発表されて

いる。本市で４月から開始した「特殊詐欺対策機器

購入費補助」の補助金交付申請の状況は。

答令和６年４月の運用後、５月末時点で、補助

金交付申請件数は30件に達している。　

問補助額を5,000円とする自治体が多い中、本

市は１万円としている点からも、特殊詐欺か

ら市民を守るための強い意志を感じる。本事業の周

知に関して、特に効果的と評価される手法は。

答SNSやホームページ（HP）、チラシ配布、特

に回覧文書を見て知ったという声が多数。

問各地域「みまもり隊」の活動継続にあたり、

どのようなことを課題として捉えているか。

答高齢化に伴う担い手不足を課題と認識。HPや

広報ひだかを通じて、周知活動の強化を図る。

埼玉版スーパー・シティプロジェクトについて

問民間企業との連携は不可欠と考える。ガバメ

ントピッチ（自治体の地域課題やニーズに対

して、企業が課題解決策を提案する取り組み）等、

企業連携に対する市の考えは。

答ガバメントピッチは応援企業（161企業）に加

え、事前登録で参加可能なオープンな場であり、

民間企業と連携強化が図れる重要な機会と考える。
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二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
一
般
質
問
動
画
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

武蔵高萩駅に住みつくハト

問市に登録を義務付けているペットは、犬のほ

かにあるのか。

答犬の所有者は、狂犬病予防法に基づき、犬の

登録が義務付けられているが、犬以外のペッ

トについては、登録義務はない。人の生命、身体ま

たは財産に害を与える恐れがある動物は、特定動物

と定め、飼育することが禁止されている。

問狂犬病予防接種を受けている犬の数と接種率

は。

答令和５年度は3,306頭の登録に対し、2,527

頭の犬が受け接種率は76%。

武蔵高萩駅内のハトのふん害について

問ハトのふん害に対し、市ではどのような対策

をしてきたのか。

答自由通路の部分のハト対策として防鳥ネット

の設置、鳥よけ用の剣山の設置。２日に１回

の床の清掃、年６回のワックス清掃等。

問今後の対策はどのようなことを行うのか。

答JR東日本大宮支社と

連携し現地の状況を

把握した上で、複数の専門

業者から提案を受け効果的

な対策を講じていく。

市に登録している犬の数は
答弁  令和５年度末現在3,306頭の犬の登録

金
か ね こ

子　博
ひろし 犬の咬

こうしょう
傷事故を受けて、ペットの

管理と予防接種の対策

問学校給食費無償化にあたって、特別支援学校

に通う児童生徒への支援が必要と考えるが見

解は。

答市外の小・中学校に在学する、食物アレルギー

等で学校給食を食べないなど学校給食を喫食

していない児童生徒には、給食費相当の支援制度の

検討を進める。特別支援学校に通う児童生徒も、市

の学校給食を喫食していないことから、先行してい

る他団体の例などを参考に総合的に判断していく。

問現在の市政において、解決されるべき課題に

ついて、市長の見解は。

答１つ目は「人口減少と少子高齢化への対応」

であり、子育て教育支援や新たな地域公共交

通の導入に取り組む。２つ目として「魅力にあふれ

持続可能なまちづくり」であり、市民とともに自然

環境や歴史・文化を継承しながら、災害に強いまち

づくりに取り組む。３つ目として「市民の生活を守

る物価高騰への対策」であり、国の総合経済対策を

踏まえた給付や市独自の生活困窮者への支援、生活

者や事業者への支援に取り組む。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

学校給食費無償化の今後の予定は
答弁  令和７年４月から学校給食費無償化を開始できるようにする

佐
さ と う

藤　真
まこと 多くの方が望む学校給食費無償化

の早期実現を
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11
議
員
が
登
壇

問2020年に暑さ指数35を観測した埼玉県。市

の熱中症患者の把握と熱中症予防の対策は。

答救急搬送者数は令和元年～５年で計233人。

昨年は最も多く59人で月別では８月がピー

ク。対策としてクーリングシェルターを指定する。

公共施設で９か所、民間ではウェルシア薬局株式会

社と協定を締結し３か所を指定、合計200人を受け

入れ可能とした。

終活支援について

問これからの人生を見直すためにも有効なエン

ディングノートについて見解は。また、市民

後見人の育成等、成年後見制度の取り組みは。

問現在、新たな交通手段の導入の為に「日高市

公共交通協議会」が開かれているが、導入時

期は。

答令和７年度の早期段階には導入予定。

旭ケ丘松の台土地区画整理事業について

問本事業による税収の見込み、雇用創出、移住

定住の促進は。

答令和８年３月に事業完了を予定しており、そ

の後、企業を呼ぶことで、税収の増加による

財源の確保、さらに、従業員の雇用等が予想され、市

外からの転勤等による移住定住の促進も期待できる。

答エンディングノートは自身の希望する終末期

の準備や亡くなった後に遺族が困らないよう

にするために大いに有効な手段と考える。市民後見

人の育成は県や市社会福祉協議会にご協力いただく

など、実施に向けた検討を進めてまいりたい。

聴覚障がい者への支援について

問手話や文字を使って仲介し、電話で双方をつ

なぐ「電話リレーサービス」の周知と活用は。

答パンフレット、市ホームページ、「日高市障

がい福祉ガイド」に掲載し周知広報している。　

市役所でも、聴覚障がい等のある職員の採用等に備

え、人事担当との情報共有を行っていく。

学校給食費の無償化について

問今後の見通しは。

答令和７年度に実施予定。

問財源の確保と具体的な金額については。

答実施には、毎年約２億円の費用が必要となる

が、令和７年度の上鹿山地区、令和８年度の

旭ケ丘松の台土地区画整理事業への企業立地による

税収の見込みを財源として考えている。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

熱中症予防のための対策は
答弁  クーリングシェルターを指定し周知する

三
み き

木 伸
し ん や

也 「熱中症特別警戒アラート」が新
設！外出時の熱中症予防は！？

動画で一般質問を
ご覧いただけます

新しい交通手段の導入時期は
答弁  令和 7 年度、早期に導入予定

小
こ や の

谷野 五
い つ な り

成 日高市に合った！
新たな交通手段の確保！！
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スーパーや学校で投票するイメージ

活力があり持続可能な日高を

動画で一般質問を
ご覧いただけます

市長選、市議補選の投票率低下への見解は
答弁  若者世代への選挙啓発に取り組む必要がある

近
こ ん ど う

藤 沙
さ お り

織 平等な投票機会を確保すべく若年
層や高齢者の投票率向上の工夫を

問投票率向上のため、スーパーや、若者世代向

けに高校・大学等、投票所増設の考えは。

答有権者の利便性向上を図る上でも有効な手段

だが、期日前投票所の増設は課題が多い。費

用と効果を見極めつつ情報収集を続ける。

市長公約について

問高麗川駅自由通路および駅舎の工事費33億

円の費用対効果は。

答工事費33億円の妥当性については、令和４

年度に行った実施設計で算出した金額。国か

らの補助を受けるために、事業費の適正な執行を事

前にチェックするため、公共交通の利用者数、駅利

用者の利便性向上、居住人口の維持、都市機能数の

増加について、従前値と目標値を数値化し、事前に

事業効果を検証した。

問高麗川駅東口開設に向け、商業施設の誘致を

含めた、地域活性化の具体的な施策は。

答東口周辺を商業系及び住居系の用途地域に移

行する。これにより土地利用の活性化が図ら

れ、まちのにぎわい

が創出されると考え

ている。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

学校給食調理場の暑さ対策は
答弁  短期的・長期的視点から課題解決を目指す

新
あ ら い

井　均
ひとし 持続的な学校給食の提供を行うた

めに

問学校給食センター調理場の夏場の暑さは想像

を絶するものがある。働く方の健康管理と食

品の安全管理のためには厚生労働省が示す基準に従

う必要があると考えるが市の見解は。

答調理場の暑さ対策は重要な課題であり、ス

ポットクーラーの設置やクールタオルの活用

等を行ってきた。今後、衣服や作業ローテーション

の改善を図って対策を進めていく。また、将来的に

建て替えるなど調理場を一新する際には、空調が

整った施設とすることが前提となる。

持続的な子ども医療費の助成について

問子ども医療費助成を持続的に進めるために

は、市の財源確保と加算金や見舞金による保

護者の安心を考えた際、日本スポーツ振興センター

災害共済給付制度を正しく活用することが望まし

い。また、児童生徒の事故防止も有効であると考え

るが市の見解は。

答保護者説明会や市のホームページで、制度の

周知を進めている。今後さらなる改善を加え

る。また、安全点検や職員研修、

地域との連携等を通じて学校

の安全対策を強化し、児童生

徒の事故防止の徹底を図る。
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動画で一般質問を
ご覧いただけます

動画で一般質問を
ご覧いただけます

問受益者負担の考えを検討するとの前回答弁か

ら今回の２週間の実証実験はその取り組みの

一つとなる。方法と収入の使途は。事業推進に環境

保全と未来世代の幸せを軸にしたルール作りは重要

で、国の「地方創生人材支援制度」が有効では。

答火気利用の対価に大人1,000円、小学生500

円徴収。全額民間事業者の収入で使途は人件

費やごみ処分費に。協議会、地域との合意形成によ

り高麗郷一帯の地域資源を環境保全前提に最大限活

用し、国・県の支援制度を必要に応じ活用する。

問鹿
ろくだい
台の堰

せき
と付近の崖崩れに対する改修整備法

は自然・生物・環境に配慮したものか。

答かごマット工法を用いる等、原風景維持、川に

生きる動植物の生態系や自然環境に配慮する。

高麗郷一帯、高麗小跡地含む地域資源の更
なる活用と機能の再配置の検討について

問遠足の聖地プロジェクトにおける課題・ニーズ

からバイオマストイレや博物館設置、田とレン

ゲ畑復元、水車でそば粉ひき等体験型観光メニューの

事業化、高麗駅・巾着田間のアクセスとして新遠足ルー

トの一つにジップスライド設置等の考えは。

答通年の観光客誘致、アクセスは大きな課題。

若者の意見も反映し広範囲での有用な活用を

図る。

水辺 de ベンチャー事業推進はいかに
答弁  官民連携による継続性・新活用法・経済循環を検証

成
な り た

田 奈
な お こ

緒子 巾着田バーベキュー有料化実証実験開始！
環境保全・市民協働・ウェルビーイングが要！

問日高市のふるさと納税の令和４年の実質収支

額は１億2,841万1,112円で埼玉県内４位と

有数の実績であるが、現状と活用事業は。

答令和５年度の寄附受入件数は１万3,598件、

受入額は２億2,011万6,945円だった。現在、

市では寄附金の使い道を「ひだかの魅力にあふれ活

気のあるまちづくりを応援しよう」、「ひだかの豊か

な自然を後世に引き継ごう」、「未来を担う『ひだかっ

子』をまるごと応援しよう」、「健康でいきいきと暮

らせるまちづくりを応援しよう」、「安全で快適に暮

らせるまちづくりを応援しよう」の５つの事業メ

ニュー及び「自治体におまかせ」から指定し寄附し

ていただいている。令和５年度は、子ども医療費支

給事業や各地区からの区長要望による道路等の工事、

英語教育推進事業、市民まつり開催事業、検診事業

など３億6,993万3,133円を活用させていただいた。

問ふるさと納税はアイデア次第で大きな可能性

を生み出し得るが、利用促進に向けた取り組

みは。

答ふるさと納税は財源確保にとどまらず、大き

な可能性になり得る。採用3年目までの職員

による「若手職員政策創造プロジェクト」でふるさ

と納税の拡充について検討予定であり、斬新かつ柔

軟なアイデアが出ることを期待している。

ふるさと納税に関する市の取り組みは
答弁  子ども医療費支給事業や区長要望に活用

横
よ こ お

尾 貴
た か ふ み

文 まちづくり寄附金の利用促進のた
め独自の発想と創意工夫を
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新型コロナワクチンに係る健康被害救済制度について～厚生労働省HP～

　元日高市議会議員田中まどか氏から提訴されていた損害賠償請求控訴事件について、令和５年４月
３日に上告されましたが、令和６年６月13日付で最高裁判所第一小法廷において請求を棄却する旨
の決定がありました。これをもって、控訴審判決が確定し、本事件は終結となりました。

【これまでの経緯】
　日高市議会が令和２年３月17日、当時同市議会議員であった田中まどか氏に対し、辞職勧告決議
を決議し、その全文を同年５月１日付で発行した市議会だよりに掲載した。この辞職勧告決議は、違
法・不当な目的で市議会の権限を濫用してなされた、憲法で保障された原告の議員活動の自由などを
侵害するものであることから、不法行為に該当するとして、市に対し損害賠償を求めたものである。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

各種ワクチンの詳細な情報提供は
答弁  効果的な情報の提供に努めていく

城
き ど こ ろ

所 美
み な こ

奈子 これまでのワクチン接種による薬
害被害状況とこれからの選択

問今年の秋から原則有料で新型コロナワクチン

接種が再開されるが、これまで3年間の接種

の中で、日高市における新型コロナワクチン予防接

種健康被害救済制度の申請状況並びに認定件数は。

答新型コロナワクチン接種後の健康被害進達件

数は５件で、そのうち健康被害認定件数は２

件、非認定件数１件、審査未了件数２件である。

問新型コロナワクチン接種後の健康被害進達件

数５件のうち、それぞれの申請内容と病気病

状等、健康被害の詳細は。

答健康被害に遭われた方の詳細は差し控える。

問接種勧奨が控えられていたHPVワクチン（子

宮頸がんワクチン）の接種再開の経緯、また、

帯状疱疹ワクチン接種の一部助成について等、接種

勧奨だけでなく、各種ワクチンについて被害も含め

た詳細な情報を提供していく考えは。

答効果的な情報提供に努めていく。

国家賠償法に基づく損害賠償請求事件の終結について

１　
審

令和３年４月13日 市に対し220万円を求める国家賠償請求訴訟がさいたま地裁川越
支部に提起

令和４年６月30日 判決（原告の請求を棄却）

２　
審

令和４年７月11日 東京高等裁判所民事部へ控訴の提起

令和５年３月22日 判決（本件控訴を棄却）

３　
審

令和５年４月３日 最高裁判所第一小法廷に上告

令和６年６月13日 最高裁判所第一小法廷決定（本件上告を棄却）
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議会インフォメーション（総務福祉常任委員会）
　常任委員会は、議案などを専門的、効率的に審査するために設置されます。
　日高市議会には、総務福祉常任委員会、文教経済常任委員会の２つの常任委員会があります。それぞ
れ所管が決められており、総務福祉常任委員会は、総合
政策部、総務部、福祉子ども部、健康推進部、会計課の
所管に関する事項、その他の常任委員会の所管に属さな
い事項です。６月定例会では、本会議で委員会に付託さ
れた議案第34号から第37号までを審査しました。

議会傍聴へ
ぜひお越し
ください
定例会の本会議、委員会等
を傍聴できます。
詳しくは、ホームページで
確認いただくか、議会事務
局へお問い合わせください。

➡
傍聴ご案内ページ

　二次元コード

９月定例会は 令和６年

８月2８日（水） 開会予定
午前 10 時開会

会期の日程（案）は、公民館、出張所、生涯学習センター等に
掲示し、市のホームページに掲載します。
会期は、おおむね24日間です。日程は変更になる場合があります。

詳しくは、日高市ホームページへ

傍聴に来られない人でも、本会議の映像を市ホームページ（市議会）からご覧いただけます。

www.city.hidaka.lg.jp

➡日高市
　ホームページ
　二次元コード

➡日高市議会
　トップページ
　二次元コード

➡議会中継（録画）
　トップページ
　二次元コード

日高市議会では、本会議の映像を録画配信しています！

日高市議会だより第 124 号は 19,700 部作成し、１部当たりの印刷単価は約 18円です。読みやすいユニバーサルデザインフォントを使用しています。


